
〇北谷町公共工事の前金払に関する規則 

昭和４７年１１月２４日 

規則第７号 

改正 平成１１年９月９日規則第２５号 

平成２５年９月５日規則第３１号 

平成３０年３月２６日規則第１２号 

 

（趣旨） 

第１条 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）附則第７条の規定により、公共工

事の前払金保証事業に関する法律（昭和２７年法律第１８４号）第５条の規定に基づき

登録を受けた保証事業会社の保証に係る同法第２条第１項に規定する公共工事に要する

経費の前金払については、この規則の定めるところによる。 

 

（前金払の対象及び割合） 

第２条 前条に規定する工事のうち、請負代金額が１５０万円を超えるものについては受

注者に対し、次の各号の区分に応じ、当該各号の範囲内で前金払をすることができる。 

(1) 土木建築に関する工事（次号に掲げるものを除く。） 請負代金額の１０分の４以  

 内 

(2) 土木建築に関する工事の設計若しくは調査又は土木建築に関する工事の用に供する

ことを目的とする機械類の製造 請負代金額の１０分の３以内 

(3) 測量 請負代金額の１０分の３以内 

２ 前項第１号の規定により前金払をした工事のうち、次の各号に掲げる要件の全てに該

当し、町長の認定を受けたものについては、既にした前金払に追加して当該請負代金額

の２割を超えない範囲内で前金払をすることができる。 

(1) 工期の２分の１を経過していること。 

(2) 工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされている当該工

事に係る作業が行われていること。 

(3) 既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負代金額の２分の１以上の額に

相当するものであること。 

３ 前項の規定による前金払の取扱いに関し必要な事項は、町長が別に定める。 

 

（工事等の内容の変更に伴う前払金の増減） 

第３条 工事等の内容の変更その他の理由により請負代金額が著しく増額した場合におい

ては、その増額後の請負代金額の１０分の４（前条第２項の規定による前払金（以下

「中間前払金」という。）が支払われているものについては１０分の６、土木建築に関

する工事の設計、調査及び測量については１０分の３）から受領済の前払金額（中間前



払金が支払われているものについては中間前払金額を含む。以下同じ。）を差し引いた

額に相当する額以内の前金払をすることができる。 

２ 工事等の内容の変更その他の理由により請負代金額を減額した場合において、受領済

の前払金額が減額後の請負代金額の１０分の５（中間前払金が支払われているものにつ

いては１０分の６、土木建築に関する工事の設計、調査及び測量については１０分の

４）を超えるときは、その超過額を返還させることができる。 

 

（前払金の返還） 

第４条 次の各号の一に該当するときは、前払金の全部又は一部を返還させるものとす

る。 

(1) 保証事業会社が保証契約を解除したとき。 

(2) 請負契約を解除したとき。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、町長が特に必要があると認めたとき。 

 

附 則 

この規則は、公布の日から施行し、昭和４７年１１月１日から適用する。 

附 則（平成１１年規則第２５号） 

 この規則は、平成１１年１０月１日から施行する。 

   附 則（平成２５年規則第３１号） 

 この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成３０年３月２６日） 

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 


